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竹
一
第
二
回
定
例
町
議
会
円
問
、
去
る
七
汚
十
一

E
午
前
九
待
か
ら
会
期
五
日
を
も
っ
て
問
附
会
さ
れ
、
第
-

e

日
間
一
役
会
計
追
加
予
算
一
中

設
な
ど
一
一
十
三
件
お
上
び
夜
回
線
電
化
促
遂
と
m
却
す
る
決
議
な
ど
二
件
な
ら
び
に
城
山
閉
山
地
消
防
月
以
織
の
後
援
に
開
閉
す
る
議
綴
な
一
山

台
ど
四
件
、
計
二
十
九
件
に
つ
き
慎
重
安
議
し
た
e

信
仰
果
、
二
十
掛
け
を
探
索
可
決
、
一
一
件
な
採
択
、
…
位
打
攻
仲
股
ザ
止
汚
決
、
二
件
を
谷
一
仙

台
決
、
四
件
を
笹
川
涜
寄
ι

一
互
に
付
し
、
七
円
月
十
五
円
ロ
に
同
友
試
し
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の
結
果
ゐ
総
宴
会
衛
総
に
ご
相
変
悦
い
た
し
ま
す
。
…
ぃ

一
般
磁
の
総
長
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
…
部
改
正

ハ
原
察
可
決
〉

六
月
十
五
日
に
支
給
す
る
綴

士
主
主
の
潟
絵
本
年
に
限
っ
て

級
与
汚
鎖
的
今
、
ハ
va札
カ
同
門
分

と
外
に
…
人
予
.
念
日
肉
内
合
加
え

て
支
給
す
る
よ
っ
伐
め
、
お
ら

に
侵
略
本
公
筏
削
除
川
町
山
内
に
な
わ
っ

て
、
め
昭
市
叫
戦
泊
料
の
給
与
口
潟
況
に

と
も
な
い
お
仰
い
か
ら
…
千
…

γ
H

m
m
w
防
利
関
マ
給
料
計
況
を
改
威
し

広

議
仲
間
委
臨
胤
会
条
例
の
一
部

激
怒
〈
康
難
用
可
決
)

京
都
仇
紅
白
災
会
誌
、
附
町
長
の
調
査

日
以
問
問
疑
問
と
し
て
夜
註
さ
れ
た

も
の
で
、
対
U

え
が
会
長
に
な
り

委
員
会
を
お
集
す
る
こ
と
は
不

自
枚
h

で
為
る
と
い
う
こ
と
で
改

T
E
し
た
も
の
で
す
。

議
仲
間
関
凶
条
例
の
一
部
改
正

〈
療
察
可
決
〉

渋
と
の
出
阿
波
に
お
け
る
条
文

の
ゑ
除
機
と
後
災
mw
削
削
減
を
行
っ

た
も
の
で
、
淀
川
波
大
後
一
一
十
名

酎
叫
凝
集
倒
的
mw
一
如
鵠
改
ま

〈
療
官
制
可
淡
〉

一
的
措
河
鰯
同
法
、
地
地
方
創
出
孜
、
そ

の
後
mw
法
令
マ
吋
…
小
同
持
者
」
と

い
う
関
内
総
問
点
在
吋
叫
体
後
者
」
と
い

う
川
崎
味
州
安
添
い
る
よ
う
に
な
っ

た
の
の
よ
う
に
ル
は
め
た

問
問
問
問
的
輸
附
綿
々
が
淡
ぶ
さ
れ
た
の

句
、
附
叫
山
総
条
約
内
川
り
削
樹
心
忠
誌
は
品
位
以
問

に
附
附
す
る
捕
鯨
し
げ
に
を
叫
印
、
叩
北
山
ヲ
る
と

、
と
も
に
そ
の
悠
の
知
嵐
山
に
の
持
祝
融
関

投
Mm
つ
舎
に
も
の
で
す
。

開
閉
民
同
協
療
保
険
制
情
説
鼎
耐
拘
の

一
部
改
正
〈
原
案
可
決
)

関
係
税
の
投
手
は
径
窓
殺
虫
干

で
あ
り
、
保
険
料
日
婿
闘
は

Jm湾
総

領
、
資
産
制
箱
、
核
問
涼
険
者
均

等
制
額
、
世
帯
別
m
w
T
等
制
制
緩
む

四
段
附
の
課
後
国
司
法
領
か
ら
算

定
さ
れ
る
た
め
、
剤
耐
山
総
同
M
糸
線

の
同
情
減
ま
た
は
加
限
時
間
給
付
い
の
間
見

込
微
か
ら
、
年
々
税
市
引
γ

改不一
mw

必
裂
が
生
じ
て
く
る
の
で
、
十
平

年
皮
も
そ
の
必
繁
か
ら
絞
市
中
山
り

引
い
ト
げ
を
/
行
っ
た
も
の
で
す
。

，
治
州
酬
は
削
制
附
仰
の
「
開
閉
山
刊
一
一
一
十

川
先
年
燃
の
附
関
険
制
限
府
機
然
体
問
絞
め

あ
り
か
た
い
な
ど
淡
く
バ
さ
い

町
臨
仇
机
蹴
後
条
例
日
η
虻制緩汀狩

〈
蹴
静
注
可
決
〉

中
小
附
叫
に
は
、
従
来
か
ら
対
隊

約
機
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が

町
阪
に
関
す
る
役
鐙
条
約
け
が
な

い
の
で
、
条
例
の
制
定
を
す
る

と
と
も
に
そ
の
溺
医
淫
混
同
を
係

る
た
め
設
け
た
も
の
で
す
。

商
同
エ
袋
綴
興
委
長
会
縁
側
関

の
…
部
改
一
止
ハ
際
線
可
決
〉

本
後
日
以
会
は
、
問
問
氏
の
湖
町
中
ゑ

神
的
関
川
間
関
と
し
て
怖
は
燃
脱
さ
れ
た

も
の
勺
、
的
問
問
お
よ
び
粉
川
は
い
か

然
成
関
川
と
し
て
が
い
闘
し
て
い
る

吋
」
ら
?
?
と
は
不
協
然
で
あ
る
と
い
う

の
で
改
反
し
た
も
の
℃
す
ο

批
ハ
肉
利
用
闘
闘
機
園
内
使
用
料

条
約

n新
設
H

ハ
腹
案
可
決
)

プ
ル
ト
l
ザ
!
の
鱗
入
に
伴

い
、
こ
れ
が
使
用
料
の
関
係
を

開
明
確
に
す
る
た
め
設
け
た
も
の

で
す
。

u
v

次
の
場
合
に
限
り
使
用
で

き
ま
す
。

。
工
事
を
泌
滋
潟
休
が
り
つ
場

九
日
〈

υ防
吋
が
補
助
す
る
建
殺
工

事
を
ぬ
行
す
る
場
合
ひ
そ
め

陥
除
問
底
抗
が
絡
に
必
後
と
認
め
た

説明九日
災

前
m
m
N付
時
体
、
時
給
総
刷
用
に
俊

樹
均
す
る
協
明
会
…
的
吋
問
問
に
つ
き
こ

千
m
口
、
耐
議
終
的
以
外
に
淡
仰
す

る
繍
怖
か
符
二
時
総
に
つ
き
…
一
千
双

滅
的
作
、
持
伊
齢
期
総
…
時
間
同
に
つ
き

チヤ丸山災
mmmw
協
組
附
間
的
で
酎
刊
日
付
ハ
が

内
問
め
支
す
D

ブ
ル
ト

i
ザ
i
銭
入
総
約

の
綿
綿
持
相
ハ
摺
開
宙
開
可
決
〉

判
利
食
品
村
科
出
判
開
泌
総
対
象
事
業

め
一
環
と
し
て
器
刷
業
刊
紙
科
誌
の
合

理
化
に
防
災
す
る
た
め
、
プ
ル
ト

ー
ザ

i
総
入
の
受
賞
契
約
を
怨

銘
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

。
契
約
的
側
相
手
方

i
千
ゃ
俊
市
液

限
定
ふ
そ
う
総
数
議
v
h
v
A

。
初
刊
約
紛
糾

i
級
官
級
九
十
双
万
向

。

総

後

i
ヌ
将
棋
お
お
V
綴
ア

ン
ダ
ル
ド
i
ザ
;
一
九
円

じ
ん
か
い
絞
終
議
蛾
購
入
祭

約
の
蹴
抑
位
相
〈
療
薬
汚
持
病
)

淡
制
鮒
多
様
鮮
の
m
円
減
問
な
議
以
前
山
と

総
本
山
仰
な
と
ん
か
い
の
帥
収
集
を

閲
る
た
ぬ
、
と
ん
・
か
い
的
拭
築
庄

綴
輩
格
入
の
発
問
民
政
A
糾

W
J宏
伸
裕
治

し
よ
う
と
す
る
も
の
マ
す
Q

は
け
シ

1
1
シ
!
の
相
補

o
m
x約
の
紹
子

+ni--禁
十
出
稼

町
千
葉
い
す
ず
詞
一
致
牽
v
a
k

O
喫
約
帽
m
i六
十
七
万
mm

。
混
同
情

i
し
い
す
ず
T
L
一一一

.
穣
シ

γ
1
シ
i

一
会

〈J
ア
f
lぜ
ん

ヰ

Y
ヂ
ン
一
一

ト
ン
綴
〉

ω
削
点
制
択
の
部
前

。
判
間
約
の
相
相
手
方

i
ふ
八
時
開
市
災

間
同
ポ
ン
ヅ
特
付
録
ぶ
時
開
v
a
k

。
均
約
側
側
|
大
ふ
i
r
品Y
H
m
内

。
μ
問
。
判
!
じ
ん
か
い
収
係
機
げ
は
ゆ
納

市
総
淡
…
4
A

工
務
総
災
蛸
間
約
の
綿
仰
蛤
附

〈
間
期
終
湾
淡
〉

叫
判
吋
開
予
冷
静
子
校
絞
殺
，
出
暗
然
ζ

奈
の
綴
島
政
務
約
れ
官
級
絡
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

。
契
約
の
相
乎
方
!
我
孫
子
町

我
孫
子
附
同
議
一
一
…
郎

。
請
負
金
銭

l
m悶
頁
四
十
八
万

八
千
円

。
工
事
祝
宴
|
厚
型
ス
レ
ー
ト

廿
耳
、
木
造
平
家
建
一
六
一
坪



V 
L句"

ヱ
務
総
負
契
約
の
務
総

(
原
案
一
同
決
〉

前
町
営
住
宅
建
設
工
事
の
総
九
州

契
約
止
官
級
銘
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

。
契
約
の
判
例
平
方
i
災
対
郎
子
町

布
佐
小
内
紛
怖
は
樹
間

。
繍
側
斜
同
点
干
減
i
Lハ
妥
万
宍

〈
れ
工
事
相
概
要
|
第
二
凶
作
院
中
心

〈
十
三
氾
乎
支
持
出
十
・
双
隊
、
十

二
一
棟
、
第
一
一
後
伎
泡
ハ
水
冷

一
一
平
支
持
法
人
・
五
隊
、
十
仙
附
〉

釘
道
路
線
の
間
綿
糸

〈
綴
家
可
決
〉

以
い
牧
勝
手
町
議
T
T
服
部
数
交
に

山
川
政
滋
印
川
附
礼
一
間
投
震
に
と
も
な
い

災
対
関
子
議
一
七
八
号
線
ほ
か
一

後
hz
表
作
ば
し
た
た
め
、
七
日
付
a

一

十
円
ロ
を
も
三
、
我
深
子
線
二
ハ

一
号
終
ほ
か
三
崎
勝
点
在
脱
出
ふ
ん
ナ
る

も
の
で
す
。

凶
作
州
制
伸
子
務
一
と
ニ
ロ
V
M
制約

一
部
が
改
良
静
殺
さ
れ
た
の

で
、
じ
月
一
一
十
れ
を
も
っ
て
災

織
の
開
明
治
不
相
官
叫
仰
を
廃
止
す
る

も
約
勺
す
。

昨
時
送
路
線
の
認
申
此

(
夜
宮
地
可
決
〉

一
行
校
孫
子
新
内
務
チ
ぷ
ん
た
ん
止
に

良
市
眠
山
間
交
泌
が
ぷ
概
賦
さ
れ
た
た

め
殺
係
子
級
一
七
八
号
緩
む
主

び
影
山
州
第
…
一
一
八
号
柏
市
七
色
一
殺
人
試

し
九
%
円
均
二
十
討
を
も
っ
t

、
必
浴

す
る
も
の
で
す
c

ぷ
我
孫
子
第
一
干
三
号
線
は

附
料
品
出
は
な
は
だ
し
〈
出
料
約
機
ぬ

か
九
透
に
支
隊
あ
る
の
句
、
州
内
同
刊

の
一
伽
抑
止
官
時
は
由
民
約
ぷ
し
、
七
月

二
十
日
投
も
っ
て
必
だ
す
る
も

の
で
す
。

制
射
殺
湘
綱
制
緩
積
立
金
の
使
用
問

(
原
案
可
決
〉

緩
和
三
一
十
五
年
!
俊
一
仇
脱
会
計

予
算
の
?
三
小
小
台
数
代
金

敢
行
事
業
部
山
氏
念
滋
一
一
十
万
内

山
支
出
回
問
川
仰
と
し
山
、
計
上
し
た

対
政
対
双
山
削
窓
会
mv
防
総
織
に
つ

い
冒
て
は
、
附
川
談
会
の
渇
欧
州
伏
を
へ

て
な
か
け
た
の
で
、
我
孫
子
開
門

叫射殺淵州政
Y
以
出
立
金
条
例
の
定
め

びあ幸置

み
と
、
」
ろ
に
よ
り
議
会
め
淡
ぬ
問

会
求
め
た
も
の
で
す
。

輪
車
二
回
一
級
会
針
淡
初

予
算
〈
僚
慾
可
決
〉

今回
m
m
w
渓
州
柑
側
側
ば
コ
千
二
臼

三
十
千
本
万
一
一
一
千
五
百
山
内
で
、
山
川

凶
ま
守
的
八
万
と
ふ
許
せ
る
と
一
億

一
命
ヂ
側
首
一
一
一
万
一
二
千
れ
と
な
9

添
加
財
源
は
町
民
v校
緩
和
小
昨
脱

会
(
法
人
税
刻
〉

ω州
問
冷
約
九
十

一
一
万
六
千
的
円
、
ヅ
ル
ト
l
ザ

1

健
制
間
約
の
w
口
一
一
一
十
附
悶
万
凶
千
円

ブ
ル
ト
i
ザ
i
掛
総
点
紙
袋
県
補
助

殺
の
ぬ
℃
十
八
万
m
円
、
特
別
会

計
か
ら
の
銭
入
金
五
十
万
千

関
口
、
前
年
院
一
絞
会
計
泌
総
会

的
夜
七
十
五
万
二
千
山
口
、
そ
の

品
開
と
な
っ
て
い
ま
ナ
。

進
泌
総
の
俊
市
浦
は
、
総
長
銑
刊

の
給
与
、
期
間
米
や
や
ー
の
改
f
k
に

よ
る
給
制
問
分
お
よ
び
そ
の
他
の

人
同
校
む
し
て
万
二
十
七
万
四

マ
問
、
貯
水
協
科
料
品
以
工
事
費
追

い
併
と
し
て
一
ニ
i
万
円
、
大
久
川
防

災
道
的
拍
Y
刊
誌
伐
と
し
て
淡
ト
関
門

万
六
千
円
、
民
間
路
灯
料
品
ぷ
川
同
州
収

支
一
-
一
万
%
、
心
閉
校
七
地
問
一
樹
笠

間
四
士
宮
鋼
業
慢
と
し
℃
一
一
一

f
六
万
六

千
円
、
品
以
御
門
部
円
と
し
て
法
第
三

小
学
校
の
放
送
権
沢
山
崎
h

今一二
h
円

刻
化
小
川
十
校
校
舎
の
は
紗
詩
情
れ
い
お

よ
び
市
佐
小
学
校
の
か
〆
版
停
は
ぬ

れ
之
ら
び
に
第
三
小
字
校
約
然

一戸は
M
d
枯
れ
と
し
て
二
十
万
川
村
、

我
孫
子
中
マ
伎
の
問
所
持
級
制
打

ト
五
万
別
H

な
い
と
ん
け
什
い
て
六
十
九

万
一
ぷ
千
叉
鋭
的
、
関
山
山
総
国
民

和
小
金
務
総
駁
蹴
俗
資
六
万
二
千

肉
、
判
決
添
川
崎
川
一
致
一
安
時
間
団
山
休
情
加

納
叫
ゑ
十
一
一
月
五
千
一
一
道
的
、
ふ
J

と
?
っ
同
時
虫
ハ
J

ロ
F

ト仲間他陣

畑
山
市
総
統
入
品
H

の
二
十
℃
万
附
間
千

七
百
問
円
、
ブ
ペ
ト
1
ザ
?
の
ぬ
し

れ
z
お
よ
び
総
緑
川
円
七
十
万
円
、
、

プ
ル
ト
i
d
y
i
峨
納
入
部
H

と
し
て

回
百
九
十
引
な
万
関
口
、
ミ
ス
ト
購

入
総
恥
刷
会
二
ιγ
万
円
、

A
A
絞
殺

十
七
万
一
千
二
百
円
、
時
唱
力

脱
獄
淡
路
闘
の
各
補
助
余
二
十
一

問
、
特
別
会
計
へ
の
然
ぷ
余
十

九
万
同
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
函
国
民
隣
国
綴
録
後
純
特

別
会
計
滋
加
予
終

〈
綴
議
可
決
〉

治
加
抑
制
問
泌
総
万
六
千
二
百
円

吋
仁
、
汽
初
予
算
と
会
せ
る
と
千

中
ぃ
潟
十
殴
万
一
一
千
田
け
と
な
れ
ツ
、

叫
削
減
は
.
絞
会
計
か
ら
の
総
入

食
で
、
期
末
手
当
ベ
mw
哨際的朝八万唱に

レ
3
0第
一
一
郎
我
孫
子
公
援
護
震

仕
付
制
刷
会
計
滋
総
予
算

ハ
原
案
可
決
)

波
い
抑
制
尚
は
九
千
円
で
、

t
j
初

予
納
持
と
ん
け
せ
る
と
三
一
台
ぷ

vr.

万
六
千
丸
一
日
刊
と
な
与
、
料
幻
滅

ユ
一
般
会
計
か
ら
の
銭
入
金
引
で

州
制
末
子
巧
の
追
加
分
む
寸
。

第
一
一
部
務
機
常
明
暗
蝋
特
別
会

計
抽
融
制
船
積
{
成
予
算

〈
康
案
可
決
)

山
一
節
制
間
以
十
三
万
個
千
八
一
日

間
で
、
吋
Z
M
山
マ
ナ
等
と
ム
H

什
切
る
と

九
百
万
八
千
九
百
出
け
と
な
号
、

財
源
は
一
般
会
計
か
ら
の
総
入

金
で
、
政
肢
の
ω
ねた
γ
お
よ
び
災

湾
総
決
授
に
あ
て
ま
す
。

知
的
送
時
路
線
の
悶
腕
止
〈
融
制
絞
霧
査
)

判
一
ぷ
刈
治
的
織
内
山
町
内
止
に
よ
h

リ、北札
1

柑
卵
子
然
一
門
V
五
号
緩
ほ
か
一
一
線

が
ド
附
と
な
っ
た
た
ぬ
、
阪
J

応

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

跨
道
路
線
の
認
絞

〈仙紙総帥粧品班〉

邦
初
可
抗
叶
沿
線
お
よ
び
…
大
子
山
参

山
波
宮
後
続
開
肱
相
官
常
的
閉
め
受
入
れ
を

し
た
た
め
、
い
れ
ら
を
町
道
路

線
に
双
山
海
し
よ
う
と
い

3
も
め

で
す
。臨時
由
民
の
勤
務
時
吋
欄
間
柳
時
に
蛸
附

す
る
条
例
の
一
係
改
蕊

〈
慨
問
決
〉

「
午
前
八
紘
吋
一
一
一
十
分
か
ら
午

後
笈
腕
吋
十
ω

念
公
ま
で
i

の
勤
務

時
開
会
、
「
午
蕊
八
時
J
五
分

か
ら
午
後
五
時
吋
ま
で
に
」
絞
め

よ
う
と
い
う
案
で
し
た
が
潟
地
問

に
な
り
ま
し
た
。

資
金
品
取
渡
に
つ
い
て

ハ
一
台
淡
〉

一
般
会
計
予
繁
の
後
山
山
市
?
っ

ち
、
土
木
後

l
炎
裁
対
策
事
業

費
i
灸
然
対
策
本
時
探
索
の
賃
金

役
、
治
丹
念
爺
淡
で
き
る
よ
う
に

し
よ
う
と
い
う
案
で
し
た
が
ず
的
判

決
に
な
れ
ワ
ま
し
た
。

閉
出
鉄
球
廃
柚
栂
騨
胤
化
加
出
滋
に

関
す
る
決
議
円概略税制対吋持病
U

本
町
一
総
会
M
U
、
成
田
線
屠
略
化

の
学
問
問
災
淡
な
州
刑
す
る
た
め
、

奈
川
端
間
約
な
協
力
を
し
、
体
一
位
入
の

制
問
税
減
に
応
え
る
と
い
う
同
即
位
闘
の

淡
淡
T
す
。

常
磐
線
小
世
帯
絵
師
陣
回
航
新
淡

促
進
に
回
附
す
る
淡
綴

ハ
燦
脚
織
…
時
淡
〉

や
引
袋
線
泌
総
小
山
総
城
町
悼
と
広

大
な
仲
以
前
哨
潟
地
が
形
成
さ
れ
よ

号
と
し
て
い
る
が
、
居
住
者
に

附
れ
も
援
姿
浴
さ
れ
る
交
通
の
後

け
か
は
な
は
だ
懇
い
休
部
組
で
あ
る

の
引
に
、
九
日
宅
官
溶
液
と
し
て
一
般

的
経
展
を
さ
せ
る
た
め
、
本
町

議
会
は
、
拡
刊
仰
机
汎
出
削
機
抑
杭
縫
い
九
努

力
す
る
と
い
う
蜘
削
除
の
決
泳
で

す。
械
制
山
似
品
端
医
消
防
設
備
の
談

後
に
燃
す
る
請
綴
〈
採
択
〉

布
佐
抽
地
先
掃
昂
叫
議
後
蹴
静
に
糊
附

す
る
諸
国
糊
ハ
篠
沢
〉

i入 口!施祭 iこ十
: ノ、 主主!!!I ~毒在日

;(職務制問問的 j長率 Z関
努 1 3， 3 5 3人 I~ す蓄(務鱗
-1， 1 ~ 0 ') A 1..絞る周縫殴警
1 3， 928人 i主義務辺続 小

l人 ミ警警護費の審 遂
jま整 排査 言受i jj皆様欽 5， 5ヲ守 i〉 水 ) 言霊

轄
和
初
年
護
罷
保
税
の
あ
り
方

昭
和
三
ヤ
五
年
出
肢
の
回
世
記
内
総

康
保
険
税
に
つ
い
と
は
、
滋
月

一
門
科
目
労
の
依
裁
で
、
輸
措
吋
…
総
分

は
祭
料
開
問
愉
描
中
制
問
中
の
所
得
約
一
銭

前
年
度
分

V 
'-

納
税
制
鵠
の
問
問
分
の
一

mv
側
側
を
終

的問
L
、
第
一
一
総
分
以
降
め
総
額

は
所
得
制
制
帽
掛
け
か
後
緩
め
よ
大
決

定
を
し
湖
削
殺
す
る
と
お
絞
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
所
得

一で一ま
、J
一口
H

分

米一一山
知

肉

付

口

元

1

徳一一日

考
一
年

参
一
間ポル
1附附

絞殺35年度分的問災絞め議後の

主主践となった喜楽絞総専念書買

Ifsf担35年度分の紛う志望号ffif:えの税
'8闘のうち土まを雪支援にかかる総額

紛争135王手4l'l1日現在における

図録。Jt議後長走者数

II[.!~ミ135年 4 Fl l 日現在における

E霊
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3在σy f';I. 2撃glJ 

広

を震

仙
川
そ
の
後

問
問
和
三
十
五
年
後
分
の
肉
眼
問

健
康
保
険
絞
側
側
ぷ
炉
、
物
史
的
約
八
γ

(
仮
算
定
伺
間
)
よ
り
A
F側
献
に
な

る
場
命
に
は
、
そ
の
汲
裁
が
遂

糾
問
さ
れ
、
ま
た
、
脳
和
三
十
問
問

年時挽
A
H
に
来
約
の
税
が
あ
っ
た

機
会
に
は
、
そ
れ
に
充
当
さ
れ

ま
す
。
波
及
時
ほ
骨
探
探
険
械
の
終

点
況
に
譲
れ
ツ
な
ど
が
あ
れ
ソ
ま
し
た

ら
、
令
宝
田
を
お
そ
綴
告
に
な
っ

た
日
か
ら
一
一
一
十
昨
日
以
内
に
、
町

長
討
に
対
し
て
開
問
機
倒
的
中
立
が
で

き
ま
す
G

(2) 総

主立

茶話会総知 叩刊、、ご、円令 2絹お主主祭場ら

Z !1門会主 s菱 T5T警主主主
こり言語し十月季だいせれの冷す
と、隣家プミ 12i背きてしま終必かz合f主Za防 U;達手Z雪ZR被保険者3人桝判所得200，蹴絞
りナ主主支の!こ創 設。うきを営資残 総術得金主要

;ifgf議管ド抗日続得部綴 200，限引制問符11ゆ汚守話1.6め問

。疑者日訓お;.;:.;:.;::;.... n:;;.;，;，"' 際1~宇てち残る主審 泰 守l 領 国定資産税年言葉2ぷ3合問×三百ロ 140Pl

も実際検事手均等書~\主要 260Pl x3(人)= 78尋問
1陵寺普 $1¥平等i1I1H喜 一絞殺に{せ 520f号 と約をー;こ淡綴 (3) 

=3，09OPヨ iζ 異ij三三期総書塁手話高11
言年度う予約税額なに毒事分 fす長三三況の主審

り約分のが税十に決ニ
ま fせL 発淡の五よ定英語
すして蓄積 3主税年っ iこ分
。て、言どさ綴疲てつ t1
いそ去をれか分害事い争奪
たれ'31てらのま芝ての
だぞいい‘後さ 説
くれたるす災れ 額
;この震直言震で表撃た

制
日
報
闘
が
淡
泊
応
し
ま
し
た
の
句
、

南
部
刊
況
の
皆
た
ほ
カ
時
限
お
よ
び
七
月

十
一
日
開
会
め
だ
側
関
附
町
議
会
で

改
官
比
さ
れ
た
淡
市
中
盤
寸
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
主
す
3

守月 Ja 

II月 1日

If 

奴

第 1 期

実~ 2 期

総 3 j域

第 4 烈;

…
建
築
同
凶
悪
営
化
…

一
受
け
て
か
ら
…

十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
(
約

一
一
一
待
以
上
〉
の
縫
物
の
証
明
然
、

放
柑
獄
、
後
然
、
移
転
、
間
用
途
掛
説

明
氏
、
大
相
揖
撲
の
修
籍
、
ム
火
線
描
棋

の
篠
崎
間
持
官
ま
た
は
工
作
物
ハ
同
様

突
、
作
品
会
洛
世
帯
〉
に
つ
い
亡
は

油
開
築
基
準
法
怖
に
も
と
づ
い
て
磯

認
申
殺
を
さ
れ
る
よ
う
た
び
た

び
お
知
ら
せ
を
し
て
お
ち
ま
す

が
、
ま
だ
総
出
叩
暗
躍
で
建
築
さ
れ

て
ね
ら
れ
る
方
が
多
く
見
受
ゆ
り

岳30門

820F守

820f可
820Pl 
=3.09台湾

2.520Pl 

(3，090附-630f号〉

となりまTヵ事 l綴分は前年躍を分約淡事実の4分G'll
を仮lこ2，520plであるとすれば、

2事 i 第1 f議 官議

告書 2 1弱 税 官義

務 3 誇l 税領
事害 4 期鋭敏

g丹の納税 i立

です。
震7祭民税策2期会と

縫康保険税務2綴分

川神削
今から納税の準{轄をしておきましょう。
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い
ま
す
o
m
X
坤
瞬
間
間
接
後
影
法

十
五
才
以
上
丈
、
ツ
ペ
ル

p
p

y
反
応
と
B
C
G接
種
は
一
一
一
十

オ
血
木
県
桝
の
か
た
に
行
い
ま
す
〉

@
検
夜
祭
用
時
同
、
い
っ
さ
い
然

第

一

問

問

同

ハ
X
組
制
時
間
援
綴
郎
知
島
W
J

反〉

八
nn
一
ぉ
午

八
月
一
一
門
口

八
月
五
日

ウ
八
同
月
八
口
制

ケ
八
月
九
お

入
月
一
七
日
H

入
え
一
一
一
一
日

八
月
一
一
一
…
…
臼

入
月
一
一
九
g

人
情
月
三
ハ
U

内同

九月一一一円日

制
刊
で
す
。

。
検
塗
当
回
開
は
、
個
人
受
診
察

中
」
お
忘
れ
な
く
ど
終
多
く
だ
苦

い
。
漢
方
の
手
縫
い
で
安
静
禁

の
湧
い
て
い
な
い
か
た
が
あ
ち

ま
し
た
ら
、
当
日
受
付
に
お
期

間
く
だ
さ
い
。
ま
た
受
執
務
指
を

紛
失
さ
れ
た
か
た
は
、
品
-u刊で

再
発
行
し
ま
す
。

@
口
封
昨
吋
と
務
所
捻
衰
の
と
お
ち

第

二

日

間

同

〈内
y

反
検
査
・

B
C
G緩鵠概〉

八
月
一
一
一
日
午
後
一
時
l
午
後
一
一
一
啓

八
月
四

a

u

八
月
七
日
H

M

M

T
八
月
一

o

n

n

r
A
ロ
月
一
…
日
H

M

W

八
月
…
九
日

M
M

八
月
一
一
間
関
口
μ

H

入
間
月
二
玄
B

u

n

入
問
月
一
一
一
一
釘

W

九
月
一
一
割

H

丸
四
月
五
段

H

1
1年
K
一
度
の
健
康
診
新
を
受
け
よ
う
i
J

T
I
t
i
i
絡
核
は
早
期
発
見
、
返
し
い
治
療
を

f
iし

一
制
限
階
段
の
か
た
が
た
を
対

象
と
し
た
綾
伸
依
然
際
絵
師
酬
は
、

入
間
丹
…
尽
か
ら
↓
カ
月
燃
に
わ

た
っ
て
余
地
区
ご
と
に
行
わ
れ

ま
す
。

と二

議
夜
、
わ
が
悶
闘
で
は
、
泌
氏

二
十
人
に
一
人
の
割
合
で
結
核

に
か
か
っ
て
お
り
、
そ
し
て
そ

の
ふ
ハ
制
約
ま
で
が
鼎
棋
院
陣
内
感
染
だ

と
い
わ
れ
て
お
ち
ま
す
。
ま
た

治
山
械
を
御
前
す
る
総
絞
患
者
今
人

倒
的
、
ま
で
が
「
自
分
は
総
綴
で
あ

る
こ
と
愛
知
ら
な
か
っ
た
い
と

い
ゆ
で
お
り
ま
す
。
し
か
し
こ

報

一

言

号

、

健

撃

が

附

草

壁

…
う
け
ゼ
、
早
く
除
問
問
地
し
て
闘
す
く

一
仏
関
摘
旅
す
れ
ば
必
ず
滋
る
然
気
で

…
す
。

吋

μ
一
玲
年
附
刊
で
戸
ね
っ
た
総
帥
帆
陥
階
段

一刊日肘叫則
h

認
、
わ
ず
か
に
十
六
鮮
の

一
受
診
移
し
か
あ
ち
ま
せ
ん
で
し

一
た
。
こ
れ
で
は
結
絞
殺
予
訪
し

行
一
て
健
淡
な
ん
家
庭
、
開
明
る
く
仲
田
み

泊
四
一
よ
い
附
叫
そ
つ
く
る
ζ
と
は

ZC

良
一
家
令
ん
e

ぷ
執
の
政
伸
慨
に
は
勝

一
…
一
様
は
い
な
い
L

と
か
「
そ
ん
な

喜
一
ひ
ま
は
な
い
」
「
も
し
給
油
悦
と

お
十
一
い
わ
れ
た
ら
」
等
の
湾
え
を
な

お
一
く
し
て
、
今
年
同
件
。
年
に
い
ち

額
一
ど
の
品
目
羽
核
健
統
診
叫
?
佐
一
人

…
の
こ
ら

F
受
け
る
よ
う
に
し
京

一
し
よ
い
つ
。

〉
一
@
こ
の
融
問
燦
診
断
山
賀
県
乱
け
な
け

何
一
れ
ば
な
ら
な
い
か
た
は
、
会
社

γ
ふ
拡
明
、
学
後
地
ぜ
で
毎
年
後
診
し

て
い
る
か
た
や
切
除
附
い
た
す
べ
て

びあ

の
酎
町
民
の
か
た
が
た
で
す
。

品
暫
第
一
夜
罰
に
X
線
脱
出
陣
蹴
組
揮
挟

と
ツ
ベ
ル
タ
リ

y
反
応
を
行
い

第
一
一
門
羽
田
討
に
同
体
的
ノ
ベ
ル
グ
ロ
ン

笈
俗
品
親
交
と
話

C
G緩
獲
を
行

日
開
制

pwけ
い
W
M
r

湘

朔

北

小

学

校

中

総

下

公

開

民

総

幾

三

小

学

校

中

布

校

中

学

校

第

一

一

小

学

絞

我

孫

子

・

中

学

校

第

一

小

学

校

第

州

問

小

学

校

附

円

支

保

育

所

相
指
一
戸
川
妙
枠
組
キ

ff ff ザ .tt If " !! ff 11 11 

お
宅
の
家
屋
は
時
価
ど
の
位
で
し
ょ
う

八
月
一
日
か
ら
家
屋
評
語
長
実
施

照
的
減
資
産
税
は
、
土
地
、
波
紋
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
一
定
度
法
務
沼
田
出
回
同
の
緩
砕
平
年
肢
に

関
脇
、
後
却
地
質
緩
に
対
し
て
緑
山
滅
的
一
年
際
安
基
地
中
年
波
と
し
、
怒
る
た
る
わ
け
マ
ナ
。

さ
れ
ま
す
が
、
朝
関
税
の
基
礎
と
品
中
年
皮
の
鐙
側
側
を
一
一
一
年
間
附
そ
の
附
刊
で
は
八
月
一
お
か
ら
約
五

な
る
も
の
は
そ
の
資
産
の
総
額
ま
ま
据
え
後
く
こ
と
に
な
ち
ま
カ
日
月
間
に
わ
た
ち
、
全
燃
の
家

で
す
。
数
怯
向
上
で
は
灘
間
的
抗
嬢
怒
し
た
。
た
だ
し
飯
蛸
簡
を
怒
え
後
緩
を
対
象
と
し
て
一
許
綴
役
一
行
う

相
銅
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
堀
川
き
と
い
っ
て
も
、
家
綴
明
、
は
穀
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
総

柑
械
は
「
遊
叩
止
な
時
鐙
」
と
い
う
洋
回
、
改
然
し
た
場
合
、
土
夜
明
、
畿
の
た
め
、
然
災
(
…
一
名
一
組
組

ふ
う
に
場
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
は
均
時
間
変
換
し
た
場
合
等
は
舎
が
五
組
組
〉
が
λ

世
出
家
関
織
〈
叫
期
間
偶
然

と
の
僚
出
品
枕
舟
伴
燃
の
同
制
蛸
制
全
骨
骨
ま
れ
ま
せ
ん
。

ζ
れ
は
戦
後
m
v

屋
等
役
会
む
〉

m
w
評
間
間
安
刊
行
い

燃
す
る
こ
と
を
「
悶
閥
俗
資
産
の
不
安
ム
叩
泌
総
も
一
応
安
定
し
た
と
ま
す
が
、
勝
悶
さ
ま
の
お
桝
唱
に
参

一
段
添
い
と
よ
ん
で
い
ま
す
。
開
聞
と
に
よ
っ
て
士
総
や
紫
綬
に
対
ょ
す
る
日
程
な
予
慾
で
き
ま
仏
な

ふ
泌
臨
月
応
出
税
会
欄
綿
す
る
場
合
に
は
し
て
調
印
斜
抗
さ
れ
る
附
則
定
資
串
脱
税
ん
の
で
、
不
榔
臓
に
お
同
開
い
す
る

こ
の
務
総
と
い
う
ζ
と
は
大
波
の
災
総
一
役
安
笈
さ
せ
る
と
と
と
こ
と
に
な
り
ま
す
。
晴
雄
主
な
務

家
擦
で
、
ま
た
後
援
資
援
を
総
務
級
事
務
め
簡
素
灘
五
片
山
を
許
制
揖
畑
一
役
刊
行
い
っ
た
わ
に
は
、
家
臨
踏
の

交
し
r

な
け
れ
ば
な
ち
ま
せ
ん
。
る
ζ
と
が
そ
の
ふ
中
山
智
と
さ
れ
℃
紛
滋
ま
で
灘
間
資
ー
さ
せ
て
い
た
だ

緩
和
公
十
年
に
な
っ
て
閥
縫
い
ま
す
。

ιrな
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら

炎
臨
脱
線
経
議
掛
半
年
度
と
い
う
も
こ
ゅ
よ
う
注
お
け
明
、
、
最
初
務
者
ま
が
た
の
ど
協
力
安
切
に

の
が
絞
ら
し
く
殺
げ
ら
れ
ま
し
の
幾
幾
年
療
法
級
品
相
一
一
一
十
…
年
お
綴
い
い
た
し
ま
す
。

た
。
料
貯
師
糊
額
W
M
深
刻
と
し
℃
鋒
俊
で
、
次
の
盗
品
中
年
援
が
昭
和
な
お
潤
隅
衣
料
調
は
細
貯
賭
同
協
削
淡
路

キ
一
月
…
純
潔
在
の
枚
、
況
で
務
三
十
一
一
一
年
度
と
し
、
以
後
一
一
…
存
続
を
持
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、
ご

悔
し
、
悩
組
制
を
油
決
定
す
る
の
で
ご
と
に
議
滋
年
度
と
す
る
こ
と
不
審
の
さ
い
に
捻
お
組
制
ベ
ヒ
な

す
が
、
こ
の
務
係
法
務
年
波
が
に
な
ち
ま
し
た
。
絞
っ
て
来
相
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

(6) 

十
一
万
中
旬
完
填
め
ざ
し

町
営
住
宅
建
設
工
事
始
ま
る

去
る
七
時
付
十
五
円
目
的
第
二
間
関

定
例
開
地
級
会
の
談
淡
に
も
と
づ

き
ま
し
て
、
学
年
史
湾
機
住
宅

建
設
ヱ
察
法
七
月
十
双
お
に
小

島
工
務
作
同
〈
代
将
一
小
島
茂
州
制
〉

と
請
負
契
約
受
給
び
、
七
月
二

十
一
一
一
口
い
に
活
工
し
、
十
一
月
中
・

何
時
入
一
緩
安
問
後
仁
工
事
役
進
め

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
本
年
波

町
将
時
住
宅
以
下
関
の
よ
う
な
総

攻
ち
ど
な
っ
て
お
り
ま
す
。

我
補
体
子
中
学
校
禍
情
築
工
事
も

匂
口
付
一
一
十
日
に
問
問
問
凶
品
盛
況
郎
氏

と
弱
気
契
約
を
結
び
、
七
R

バス

十
一
一
…
段
着
工
三
十
一
見
出
市
句
史

淡
myTd江
守
工
事
を
滋
ぬ
て
い

ま
す
。
な
お
、
前
今
で
お
絞
ら

持
い
し
ま
し
た
絞
孫
子
中
時
十
俊
治

築
工
事
務
札
相
関
罰
百
汽
八
万
八
千

田什
W
M

間
関
百
四
十
八
万
入
J
T
m
mり

総
ち
で
す
の
で
、
訂
政
令
い
た

し
ま
す
。

と:びあ報広
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口
町
内
小
学
校
品
開

口
競
技
大
会
泰
関
縫
口

七
月
十
-
一
良
品
判
中
グ
ラ

y
ド

で
附
町
内
小
学
校
の
対
抗
淡
仲
拡
大

会
が
嗣
聞
か
れ
い
、
各
小
珍
絞
の
成

績
は
次
の
と
お
り
性
、
し
た
。

望
小
浅
裁
は
不
幸
の
も
と
口

口
水
の
継
投
を
な
く
そ
う
口

水
mw
蝉
世
絵
高
鳴
を
出
さ
な
い
た

め
に
、
次
の
お
山
に
持
拡
欄
絡
し
さ
ワ

自
習
入
水
衡
に
必
ず
機
構
怨
州
議
内
在

す
る
。
@
拾
仲
の
H
H
合
が
.
添
い
と

き
な
ど
は
水
に
入
ら
な
い
。

@
つ
か
れ
る
ま
で
泳
が
な
い
。

。
子
供
一
人
だ
け
で
泳
ぎ
に
行

か
な
い
守
迩
当
な
綴
導
者
と
い

っ
し
ょ
に
日
付
く
。
@
品
崎
抑
協
や
淡

い

ιζ
ろ
な
ど
食
時
間
な
場
綴
は

裁
け
、
洋
に
近
い
蜘
脚
く
ら
い
の

と
こ
ろ
で
泳
ぐ
こ
と
。
品
w水措闘

の
都
怖
い
時
簡
や
水
摘
出
…
の
皿
闘
い
と

と
ろ
で
は
詩
作
け
か
な
い
こ
と
。
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じ

ゃ

が

い

も

競

作

会

一
設
は
一
円
辺
茂
さ
ん

去
る
七
月
一
認
、
け
ロ
秀
淡
彩

時
間
災
会
お
よ
び
上
新
本
間
総
会

で
は
、
録
制
持
ち
に
よ
る
N

じ
ゃ

が
い
も
後
作
会
M

栓
行
い
、
ア

附円民
mw
惨
さ
ん
、
十
五
慰
問
同
め
附
照
時
牒
到
仙
ん
執
行

が
開
聞
い
蹴
慣
れ
ワ
と
山
部
し
み
を
こ
め
て
や
っ
て
き
ま

し
た
。
4

鵬
桝
に
し
て
没
後
獄
と
化
し
た
庁
削
除
の

街
に
、
の
た
う
ち
消
え
た
幾
十
万
mw
問
機
。
十

千
本
年
の
今
況
で
も
ん
務
肉
付
加
門
人
か
が
問
問
爆
症
で
十
」

く
な
守
、
い
つ
く
る
か
絞
れ
ぬ
死
に
お
び
え
る

被
爆
者
た
ら
。
貧
乏
と
的
気
か
ら
ぬ
げ
ら
れ
ぬ

人
々
。
採
爆
の
慾
ろ
し
さ
は
千
万
品
目
同
訟
も
っ
て

原
爆
を
つ
く
る
な

つ
く
る
な
ら

花
そ
つ
く
れ

つ
く
る
な
ら

駒
郡
を
つ
く
れ

つ
く
る
な
ら

米
楽
を
つ
く
れ

戦
争
に

カ
は
か
せ
な
い

だ
が
平
和
の
た
め
な
ら
れ

た
ぬ
に
、
…
人
一
人
が
お
を
ふ
μ
投
手
和
へ
の
決

窓
J

投
機
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

八
月
…
門
日
午
後
二
時
に
図
一
炭
火
不
自
利
行
議
出
町

北
海
道

?
Iス
ね
り
滋
品
開
が
、
官
叩
伎
の
品
市
総
を
通

告
的
刷
出
闘
に
向
い
ま
す
か
ら
F

ぜ
ひ
ど
か
加
く
だ
さ

い
。
平
和
大
行
滋
と
第
六
日
間
附
胤
水
爆
検
問
氏
後
界

大
人
殺
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
附
町
制
伐
の
品
目
さ
ん

m
w
絡
1
4
〈
な
る
ご
支
援
を
お
緩
い
い
た
し
ま
ナ
。

(
我
孫
チ
附
判
府
間
ふ
A
燦
祭
止
抑
帥
岬
誠
会
〉



加
期
↓
ふ
じ
よ
う
は
氷
例
主
じ
よ

う
と
比
し
、
線
虫
の
せ
い
出
品
に

滋
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
吹
い

怠
筏
波
紋
綴
付
加
の
開
閉
{
間
に
あ
り

畑
地
生
産
カ
mw-
大
き
な
慰
安
と

な
。
て
い
ま
す
。
ま
と
よ
う
綴

燃
の
後
開
酬
は
紋
手
話
器
と
い
わ
れ

大
分
譲
す
る
と
ネ
グ
サ
レ
泊
料
虫

ネ
ヨ
ブ
線
虫
、
シ
ス
ト
終
決
、

潟
品
開
生
活
後
に
な
り
ま
す
。
斡
げ

‘r 
k縛'()~ 事民

:主じよう検診総渓

品み

の広

守主

君主孫子

一
表

行
-
紙
湖
一
念
じ
よ
う
線
虫
仲
間
険
会
次
の

…
一
一
と
お
り
災
後
し
室
内
九

同
月
一
防
墜
刷
出

V
防
隊
出
常
務

mh

s
一
浅
さ
約
一
一
十
セ
ン
チ
以
上
枠
制
飽

和
二
し
て
お
く
。

V
耕
起
の
さ
い
、

2
2っ
か
ま
遣
を
入
れ
な

剛
一
い
こ
と
。
明
v
一mwへ
の
緩
み
円
は
狂
~

一
燃
し
ま
す
。

一
時
削
除
後

wv
緩
徐
築
総
後
約

〉
一
七
日
閣
は
淡
授
が
あ
る
の
で
、

げ
一
議
ま
き
や
拶
附
搬
は
叫
に
さ
ま
佼

ん
。
作
物
の
都
合
で
七
日
付
以
内

民
総
ま
き
や
移
繍
一
を
す
る
と
き

大

物
F
L
山
乱
首
を
す
る
の
は
ネ
コ
プ
線

虫
、
卒
、
ク
サ
レ
総
点
、
シ
ス
ト

綿
綿
ふ
識
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
湾
内
各
小
牢
:
を

抜
山
似
し
て
織
の
一
ヵ
所
五
十
グ

ラ
ム
の
之
を
後
汐
中
で
す
が
、

後
十
位
ま
明
、
に
料
判
明
し
た
の
ゆ
同
市
氷

川

wmり
と
お
ち
で
、
殺
柏
概
・
出
内
総
に

よ
る
一
治
家
耐
火
絡
が
後
く
相
就
ま
れ

ま
す
。
主
お
、
判
以
後
点
以
制
別
に
よ

員選聖書

芸品

は
、
特
許
起
し
て
ガ
ス
持
拡
ぎ
な

ず
る
こ
と
。

V
移
山
総
す
る
と
き

は
必
ず
ぼ
え
な
楠
附
議
し
た
も
の

に
す
る

V
散
薬
後
大
…
仰
が
体
内
コ

ゃ
ん
照
明
令
は
、
日
殺
を
二
日

t
一一一

口
同
紙
ば
し
て
ガ
ス
抜
き
を
‘
濃
く

令
。
ナ
セ

γ
チ
く
ら
い
州
併
設
U

行
う
D
V
・
た
い
似
合
行
う
と
き

は
、
相
強
制
問
が
た
い
向
恥
父
脱
抑
制
帆
お

れ
る
の
マ
仙
附
館
山
後
七
円
訂
以
上
た

っ
て
か
ら
総
絞
す
る
と
と
。

曹
?
按
雌
限
設
は
透
品
ぽ
閉
山
万
一
判
例

I
一二

ね
た
減
ず
る
こ
と
。

る
液
晶
刊
に
あ
た
フ
て
十
ア

ー
ル
当
り
二
十
字
ヅ
ト
ル
以
上

の
散
楽
ぷ
伊
良
い
よ
う
で
す
。

州
制
山
出
め
ん
仏
悦
持
品
と
日
開
曲
吋
に
時
前
夜

検
定
殺
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
が
融
開
設
作
出
し
て
い
る
た
め
土

ど
ょ
う
改
良
も
急
務
と
惨
い
ま

す
。
ふ
ん
じ
よ
う
が
絞
設
に
な
る

の
減
、
求
じ
よ
う
や
の
石
灰
、

平
日
士
、
相
刷
出
馬
世
帯
の
抑
制
緩
が
淡
亡

4.5 
5.0 
4.0 

4.0 
4‘5 
4.5 
4.5 

主:

書道
ごとじよう線虫!îIi~金獲施日畿運提

防除月 8I綴 滋

ず
る
か
ら
で
す
。
放
校
、
ア
ル

カ
ワ
燃
の
後
さ
を
表
わ
す
の
に

P
U
を
紛
い
ま
す
。

P
波
紋
一

i
十
沼
ま
で
為
哲
七
獄
中
総
点
官

災
わ
し
七
か
ら
数
字
が
ふ
窓
く

な
る
に
し
た
が
づ
て
滋
排
出
度
合

が
だ
ん
だ
ん
判
明
く
を
逆
に
七
か

ら
紋
字
が
大
き
く
な
る
に
し
た

が
ゆ
で
ア
ル
完
9
絵
度
合
が
だ

ん
だ
ん
狭
い
こ
と
を
表
わ
し
ま

す。

P
H
4
に
な
る
と
偽
の
条

件
が
ど
ん
な
に
良
く
と
も
も
ム
た

い
て
い
の
作
物
は
生
賓
が
怒
く

な
り
ま
ず
か
ら
、
表
州
切
に
よ
り

出
和
す
る
こ
と
が
必
終
マ
ナ
。

1畏

中

布 佼
様子 I争
様 子ゴ 下
務 部
翠f ヰz
f書 喜専
属ケ戸
ザ長戸新 E詩
司話役下、 1茸関告主
久寺 2記
事詩務i新日訪
日秀

E 書
中 島事 下

中 毒者上
下 章者 フ主

主審野 山
綴戸新 IE

Is 
2R 
313 

5日、 6fl; 
78 : 
81'1 i 
1013 ' 
2訪日
218 ; 
228 ! 
23日 1
24日 i
25日
26fヨ
27a 
28院
29、30a
311'! 
113 
立総 i 
a日 i

8 }'l 
u 

11 

11 

If 

11 

11 

11 

11 

11 

/f 

11 

11 

11 

If 

11 

11 

守}'j
11 

11 

マ a 一一ヨ仰句、 e ー ママ ー

ツ餅
丸-

薬
剤
数
布
の
実
施

赤
痢
、
疫
病
、
余
命
線
、
お

か
附
脳
炎
、
よ
小
指
令
ヒ
甜
惜
の
後
設

中
流
す
る
時
中
綿
鮒
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ζ
明
、
断
刊
で
は
、
は
え
、
蚊

即
時
市
を
綴
底
的
問
に
開
制
体
附
し
て
、
。
凝

等
級
協
知
総
の
発
生
会
予
防
す
る

た
め
、
柑
m…
一
一
削
問
問
闘
の
薬
剤
散
布

を
次
の
と
お
哲
災
後
い
た
し
ま

す
か
ら
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

び議う

汲み高支ち

B月uヨ-8}'l27s 
2月113-9月71お
9}'l12s-9月17日

ちま吠んから、全基ぜいっぜいに行い

〈毎日経筏とお盆中は休みます〉

総表 (2)f学物の酸性{ζ対する強奪喜一気表

そ

大緩

らっきょう

さといも、かぶ、ねぎ

L-~うがーからし
ナいか、いおど

ゆり

1ρ d 

~tl表 (3) 繊度と重量護老若をなおすために必要な石灰蓄電終草寺芸毒事喜畿の算定基準識を

土の緩イヒ

完u!霊詰をぬ

絞め plま

4.0 

4.5 

5，0 

5.5 

仏号

一七百Eのとおりま五灰を浪人ナるLとによっ・て中和できるがも宥機憶が欠乏してい
ると安予定しないので107-ん2きちおokg以上を1i:ま志望詩として後綴するとと。
〈線虫主き5最後にたいndそ混入すること)

9 
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